
『かいじゅうたちの           

いるところ』 

モーリス・センダック／さく 

じんぐうてるお／やく  

冨山房   ： 

 主人公の男の子マックスは

オオカミの衣装を着て大あば

れ。とうとうお母さんを怒らせてしまい、夕ご飯ぬきで寝室に

ほうりこまれてしまいます。すると、寝室の様子がどんどん変

わっていき、マックスは森にまよいこみ、さらに船に乗って海

を航海し、「かいじゅうたちのいるところ」に上陸。それから怪

獣の王さまになって、怪獣たちと歌ったり踊ったりの大あば

れ！ でも、遊びつかれて「やさしいだれかさんのところ」へ

帰りたくなります。そこで．．．．．．。 

  すると、寝室にはあたたかい夕飯が置いてあります。終り

はほっとしたうれしさが感じられ、お母さんの存在感があたた

かく印象に残ります。また、子どもの心の深い内面をみせて

くれる本で、おとなの方にもおすすめの絵本です。   

   すてきなお姫様に!   

 Ｍちゃんが先日行われた「ハ

ロインの集い」の写真を、うれし

そうに見せてくれました。Ｍちゃ

んはきれいなドレスがよく似

合って、すてきなお姫さまに見

えました。Ｒくんもとんがり帽子

に黒マント姿で、かっこういいこ

と！ 大きいお兄さんたちやお

うちの方たちもみんな変装して

います。その中で、美しい真っ

白いドレスを着ている人は、な

んと、Ｏ先生ではありません

か！ そしてＡ先生はプーさん

スタイルでにっこり！  

 みんなの笑顔があふれてい

て、楽しい笑い声まで写ってい

るような写真でした。 
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えほんの紹介
  小さなおともだち 

絵本アンケート 

“実習生にききました” 

 

  Ｙ・Ｕさん 

 『かいじゅうたちの 

        いるところ』 

      

 保育園にいっていた頃、姉が読んでく
れました。主人公の男の子がどんなにい
たずらしても、やさしいお母さんが家にい
てくれるというあたたかいところが好き
だったんだと思います。 

 小さい頃から本が好きで、地元で行わ

れていた絵本の読み聞かせ会に、祖母

と一緒に毎回のように行っていました。お

はなし会では合間に手遊びなどもしてい

て、とても楽しかった思い出が今も残って

います。 

 

 

あかね文庫お話しの会 おひさまだより 

 


